
多
胡
碑
記
念
館
企
画
展
示
「
多
胡
碑

文
字
の
遺
産
」

記
念
講
演
会
資
料

平
成
二
十
四
年
十
二
月
一
日

吉
井
公
民
館

講
堂

「
日
本
語
文
章
史
か
ら
み
た
上
野
三
碑
」

群
馬
県
立
女
子
大
学

北

川

和

秀

１
．
黎
明
期
の
文
字
資
料

①
「
貨
泉
」
（
新
の
王
莽
が
天
鳳
元
年
（
一
四
）
に
鋳
造
し
た
貨
幣
）

壱
岐
・
対
馬
・
福
岡
・
大
阪
・
京
都
な
ど
西
日
本
各
地
の
弥
生
時
代
中
期
の

土
層
か
ら
出
土
し
て
い
た
が
、
近
年
、
東
日
本
と
し
て
は
初
め
て
山
梨
県
で

出
土
し
た
。

②
「
漢
委
奴
国
王
」
金
印

天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
福
岡
市
の
志
賀
島
か
ら
出
土

＊
「
建
武
中
元
二
年
、
倭
の
奴
国
、
奉
貢
朝
賀
す
。
使
人

自
ら
大
夫
と
称
す
。
倭
国
の
極
南
界
な
り
。
光
武
、
賜

ふ
に
印
綬
を
以
て
す
。
」
（
『
後
漢
書
』
東
夷
伝
。
建

武
中
元
二
年
は
西
暦
五
七
年
）

③
「
山
」
字
刻
書
貝
札
（
鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町
広
田
遺
跡
出
土
貝
札
。
弥
生
時
代
）

書
風
は
隷
書
に
似
る

④
「
奉
」
字
刻
書
高
坏
（
三
重
県
安
濃
町
大
城
遺
跡
出
土
高
坏
。
二
世
紀
中
頃
）

あ

の

う

だ
い
し
ろ

文
字
は
、
あ
る
い
は
「
年
」
か
「
与
」
か

⑤
「
竟
（
鏡
）
」
字
刻
書
土
器
（
福
岡
県
前
原
市
三
雲
遺
跡
出
土
甕
。
三
世
紀
中
頃
）

ま
え
ば
る

⑥
「
卜
」
字
刻
書
土
器
（
滋
賀
県
長
浜
市
の
大
戌
亥
・
鴨
田
遺
跡
出
土
甕
。
三
世
紀
中
頃
）

お
お
い
ぬ

い

⑦
「
大
」
字
刻
書
土
器
（
長
野
県
木
島
平
村
根
塚
遺
跡
出
土
土
器
片
。
三
世
紀
後
半
）

⑧
「
久
」
字
墨
書
土
器
（
千
葉
県
流
山
市
市
野
谷
宮
尻
遺
跡
出
土
土
器
。
三
世
紀
末
）

い
ち

の

や

み
や
じ
り

⑨
「
田
？
」
字
墨
書
土
器
（
三
重
県
嬉
野
町
片
部
遺
跡
出
土
土
器
。
四
世
紀
前
半
）



２
．
初
期
の
文
章

①
隅
田
八
幡
宮
人
物
画
像
鏡
銘
（
和
歌
山
県
橋
本
市
隅
田
八
幡
宮
伝
来
。
四
四
三
年
か
五
〇
三
年
）

【
釈
文
】

癸
未
年
八
月
、
日
十
大
王
年
、
男
弟
王
、
在
意
柴
沙
加
宮
時
、
斯
麻
、
念
長
寿
、
遣
開
中
費
直
穢

人
今
州
利
二
人
等
取
（
所
？
）
白
上
同
二
百
旱
、
作
此
竟

【
訓
読
文
】

癸
未
年
八
月
、
日
十
大
王
の
年
、
男
弟
王
、
意
柴
沙
加
宮
に
在
し
し
時
、
斯
麻
、
長
寿
を
念
じ
て
、

お

し

さ

か

い
ま

し

ま

開
中
費
直
・
穢
人
今
州
利
二
人
等
を
遣
し
て
、
白
上
銅
二
百
旱
を
取
り
、
此
の
鏡
を
作
ら
し
む
。

ゑ

ひ
と
こ
む

つ

り

②
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
（
埼
玉
県
行
田
市
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
。
四
七
一
年
か
五
三
一
年
）

【
釈
文
】

（
表
）
辛
亥
年
七
月
中
記
乎
獲
居
臣
上
祖
名
意
富
比

其
児
多
加
利
足
尼
其
児
名
弖
已
加
利
獲
居
其
児

名
多
加
披
次
獲
居
其
児
名
多
沙
鬼
獲
居
其
児
名
半
弖
比

（
裏
）
其
児
名
加
差
披
余
其
児
名
乎
獲
居
臣
世
々
為
杖
刀
人
首
奉
事
来
至
今
獲
加
多
支
鹵
大
王
寺
在

斯
鬼
宮
時
吾
左
治
天
下
令
作
此
百
練
利
刀
記
吾
奉
事
根
原
也

【
訓
読
文
】

辛
亥
年
七
月
中
記
す
。
乎
獲
居
臣
、
上

祖
の
名
は
意
富
比

、
其
の
児
多
加
利
足
尼
、
其
の
児
名

を

わ

け

か
み
つ
お
や

お

ほ

ひ

こ

た

か

り

す

く

ね

は
弖
已
加
利
獲
居
、
其
の
児
名
は
多
加
披
次
獲
居
、
其
の
児
名
は
多
沙
鬼
獲
居
、
其
の
児
名
は

て

よ

か

り

わ

け

た

か

は

し

わ

け

た

さ

き

わ

け

半
弖
比
、
其
の
児
名
は
加
差
披
余
、
其
の
児
名
は
乎
獲
居
臣
。
世
々
杖
刀
人
の

首

と
為
て
、
事
へ

は

て

ひ

か

さ

は

よ

を

わ

け

か
し
ら

つ
か

奉
り
来
た
り
て
今
に
至
る
。
獲
加
多
支
鹵
大
王
の
寺
斯
鬼
宮
に
在
り
し
時
、
吾
天
下
を
治
む
る
こ

わ

か

た

け

る

し

き

と
を
左
く
。
此
の
百
練
の
利
刀
を
作
ら
し
め
て
、
吾
が
事
へ
奉
る
根
原
を
記
す
な
り
。

た
す

つ
か

３
．
山
上
碑

所
在
地

高
崎
市
山
名
町
山
神
谷

年
代天

武
十
年
（
六
八
一
）

材
質自

然
石
輝
石
安
山
岩

高
さ

一
二
〇
㌢

幅

五
〇
㌢

厚
さ

五
〇
㌢

【
釈
文
】

【
訓
読
文
】

辛
巳
歳
集
月
三
日
記

辛
巳
の
歳
集
月
三
日
記
す
。

か
の
と
み

佐
野
三
家
定
賜
健
守
命
孫
黒
売
刀
自
此

佐
野
の
三
家
と
定
め
賜
ひ
し
健

守

命
の
孫

み

や

け

た
け
も
り
の
み
こ
と

新
川
臣
児
斯
多
々
弥
足
尼
孫
大
児
臣
娶
生
児

黒
売
刀
自
、
此
れ
新
川
臣
の
児
斯
多
々
弥
足
尼
の

く

ろ

め

と

じ

し

た

だ

み

の
す
く
ね

長
利
僧
母
為
記
定
文
也

放
光
寺
僧

孫
大
児
臣
に
娶
ひ
て
生
め
る
児
、
長
利
僧
、
母
の

為
に
記
し
定
む
る
文
也
。
放
光
寺
の
僧
な
り
。



健
守
命

○

黒
売
刀
自

長
利
僧

新
川
臣

斯
多
々
弥
足
尼

○

大
児
臣

《
参
考
》

①・
椋
直
伝
之
我
持
往
稲
者
馬
不
得
故
我
者
反
来
之
故
是
汝
卜
部

・
自
舟
人
率
而
可
行
也

其
稲
在
処
者
衣
知
評
平
留
五
十
戸
旦
波
博
士
家

（
滋
賀
県
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
出
土
木
簡
。
天
武
朝
中
期
）

・
椋

直
伝
ふ
。
我
が
持
ち
往
た
り
し
稲
は
、
馬
得
ぬ
故
に
、
我
は
反
り
来
し
。
故
、
是
の
汝
卜
部
、

く
ら
の
あ
た
ひ

き

か
れ

自
ら
舟
人
率
て
行
く
べ
し
。
其
の
稲
の
在
処
は
、
衣
知

評

平
留
五
十
戸
の
旦
波
博
士
の
家
ぞ
。

ゐ

あ

り

か

え

ち
の
こ
ほ
り

へ

る
の

さ

と

た
に

は

②
・
…

御
命
受
止
食
国
々
内
憂
白

・
…

〔
久
ヵ
〕
止
詔
大

〔
御
命
ヵ
〕
乎
諸
聞
食
止
詔
（
藤
原
宮
木
簡
。
大
宝
以
前
か
）

・
…
…
御

命

を
受
く
と
食
す
国
々
の
内
、
憂
え
白
す
…
…
く
と
詔
り
た
ま
ふ
大
御
命
を

諸

聞
き

お
ほ
み
こ
と

を

う
れ

ま
を

の

お
ほ

み

こ

と

も
ろ
も
ろ

た
ま
へ
よ
と
詔
り
た
ま
ふ
。

の

③
・

詔
大
命
乎
伊
奈
止
申
者

・

頂
請
申

使
人
和

〔
安
ヵ
〕

（
藤
原
宮
木
簡
）

・
…
…
と
詔
り
た
ま
ふ
大

命

を
い
な
と
申
さ
ば
…
…

の

お
ほ
み
こ
と

西

暦

年
号

天
皇

事

項

四
四
三

隅
田
八
幡
宮
人
物
画
像
鏡
（
五
〇
三
年
説
も
あ
り
）

四
七
一

雄
略

稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
（
五
三
一
年
説
も
あ
り
）

四
七
八

倭
王
武
の
上
表
文

五
三
八

欽
明

仏
教
伝
来

推
古

六
二
二

推
古
三
〇

聖
徳
太
子
没

舒
明

皇
極

六
四
五

大
化

元

孝
徳

大
化
改
新
。
こ
の
頃
、
難
波
宮
「
は
る
く
さ
の
」
歌
木
簡

斉
明

六
六
三

天
智

二

天
智

白
村
江
の
戦
い

六
七
二

天
武

元

天
武

壬
申
の
乱

こ
の
頃
、
石
神
遺
跡
「
あ
さ
な
ぎ
に
」
歌
木
簡

六
八
一

一
〇

山
上
碑
。
こ
の
頃
、
森
ノ
内
遺
跡
木
簡

持
統

六
九
四

持
統

八

藤
原
遷
都
。
こ
の
頃
、
阿
波
観
音
寺
「
な
に
は
づ
に
」
歌
木
簡

七
〇
一

大
宝

元

文
武

大
宝
律
令
。
こ
の
前
後
、
藤
原
宮
木
簡

七
一
〇

和
銅

三

元
明

平
城
遷
都

七
一
一

四

多
胡
碑

七
一
二

五

古
事
記
成
立

七
二
〇

養
老

四

元
正

日
本
書
紀
成
立

七
二
六

神
亀

三

聖
武

金
井
沢
碑



４
．
古
事
記

・
天
地
初
発
之
時
、
於
高
天
原
成
神
名
、
天
之
御
中
主
神
。
訓
高
下
天
云
阿
麻
。
下
効
此
。

次
、
高
御
産

巣
日
神
。
次
、
神
産
巣
日
神
。
此
三
柱
神
者
、
並
独
神
成
坐
而
、
隠
身
也
。
次
、
国
稚
如
浮
脂
而
、

久
羅
下
那
州
多
陀
用
弊
流
之
時
、
流
字
以
上
十
字
以
音
。

如
葦
牙
因
萌
騰
之
物
而
成
神
名
、
宇
摩
志
阿

斯
訶
備
比
古
遅
神
。
此
神
名
以
音
。

・
天
地
初
め
て
発
り
し
時
に
、
高
天
原
に
成
り
し
神
の
名
は
、
天
之
御
中
主
神
。
高
の
下
の
天
を
訓
み
て

あ
め
つ
ち

お
こ

た
か
ま
の
は
ら

あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
か
み

よ

阿
麻
と
云
ふ
。
下

此

に

効
へ
。

次
に
、
高
御
産
巣
日
神
。
次
に
、
神
産
巣
日
神
。
此
の
三
柱
の
神
は
、

あ

ま

こ
れ

な
ら

た

か

み

む

す

ひ

の

か

み

か

む

む

す

ひ

の

か

み

並
独

神
と
成
り
坐
し
て
、
身
を
隠
し
た
ま
ひ
き
。
次
に
、
国
稚
く
浮
け
る

脂

の
如
く
し
て
、

み
な
ひ
と
り
が
み

わ
か

あ
ぶ
ら

久
羅
下
那
州
多
陀
用
弊
流
時
、
流
の
字
以
上
十
字
音
を
以
ゐ
る
。

葦
牙
の
如
く
萌
え
騰
る
物
に
因
り
て
成

く

ら

げ

な

す

た

だ

よ

へ

る

あ
し
か
び

も

あ
が

よ

り
し
神
の
名
は
、
宇
摩
志
阿
斯
訶
備
比
古
遅

神

。
此
の
神
の
名
は
音
を
以
ゐ
る
。

う

ま

し

あ

し

か

び

ひ

こ

ぢ

の
か
み

５
．
多
胡
碑

所
在
地
…
高
崎
市
吉
井
町
池

年
代
…
…
和
銅
四
年
（
七
一
一
）

材
質
…
…
牛
臥
砂
岩

寸
法
…
…

（
碑
身
）高

さ

一
二
五
・
五
㎝

上
幅

六
〇
㎝

下
幅

六
三
㎝

（
笠
石
）高

さ

二
五
・
五
㎝

軒
幅

八
八
・
五
㎝

【
釈
文
】

【
訓
読
文
】

弁
官
符
上
野
国
片
岡
郡
緑
野
郡
甘

弁
官
の
符
に
、
「
上
野
国
片
岡
郡
、
緑
野
郡
、
甘
良
郡
、

良
郡
并
三
郡
内
三
百
戸
郡
成
給
羊

并
せ
て
三
郡
の
内
三
百
戸
を
郡
と
成
し
、
羊
に
給
ひ
て
、

あ
は

成
多
胡
郡
和
銅
四
年
三
月
九
日
甲
寅

多
胡
郡
と
成
す
」
と
あ
り
。
和
銅
四
年
三
月
九
日
甲
寅
の

宣
左
中
弁
正
五
位
下
多
治
比
真
人

宣
な
り
。
左
中
弁
正
五
位
下
多
治
比
真
人
、
太
政
官
二
品

太
政
官
二
品
穂
積
親
王
左
太
臣
正
二

穂
積
親
王
、
左
太
臣
正
二
位
石
上
尊
、
右
太
臣
正
二
位
藤

位
石
上
尊
右
太
臣
正
二
位
藤
原
尊

原
尊
な
り
。

《
参
考
》

①
上
野
国
甘
良
郡
の
織
裳
・
韓
級
・
矢
田
・
大
家
、
緑
野
郡
の
武
美
、
片
岡
郡
の
山
等
の
六
郷
を
割

か

む

ら

お

り

も

か
ら
し
な

や

た

お
ほ
や
け

み

ど

の

む

み

か
た
を
か

や
ま

さ

き
て
、
別
に
多
胡
郡
を
置
く
。

（
続
日
本
紀

和
銅
四
・
三
・
六
）7

1
1

た

ご

②
多
胡
郡

山
宗
也
末
奈

織
裳
於
利
毛

辛
科
加
良
之
奈

大
家

武
美

浮
囚

八
田

（
二
十
巻
本
『
倭
名
類
聚
抄
』
巻
七
よ
り
）

③
合
食
封
弐
佰
戸
永
年
者
在
四
国

播
磨
国
揖
保
郡
林
田
郷
五
十
戸

但
馬
国
朝
来
郡
枚
田
郷
五
十
戸

相
摸
国
足
下
郡
倭
戸
郷
五
十
戸

上
野
国
多
胡
郡
山
部
郷
五
十
戸

（
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財
帳
。
天
平
十
九
年
）
た
だ
し
写
本

＊
吉
井
町
黒
熊
の
奈
良
時
代
の
寺
院
跡
と
さ
れ
る
遺
跡
か
ら
は
「
山
字
乙
稲
目
」
と
い
う
文
字
の
あ

や
ま
な
の
お
と
い
な

め

る
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。

④
上
野
国
に
在
る
新
羅
人
子
午
足
等
一
百
九
十
三
人
に
姓
を
吉

井

連
と
賜
ふ
。

よ
し
ゐ
の
む
ら
じ

（
続
日
本
紀

天
平
神
護
二
・
五
・
八
）7

6
6

⑤
天
地
の
中
に
一

物
生
れ
り
。

状

葦
牙
の
如
し
。

便

ち
神
と
化
為
る
。
国

常

立

尊
と
号
す
。

ひ
と
つ
の
も
の

な

か
た
ち
あ
し
か
び

す
な
は

な

く
に
の
と
こ
た
ち
の
み
こ
と

ま
う

至
り
て
貴
き
を
ば
尊
と
曰
ふ
。
自

餘
を
ば
命
と
曰
ふ
。
並
に
美
挙
等
と
訓
ふ
。

下

皆

此
に

效

へ
。

こ
れ
よ
り
あ
ま
り

み

こ

と

い

し
も

こ
れ

な
ら

（
『
日
本
書
紀
』
巻
一
）

⑥
謹
白進

上
鳥
等

右
件
物
、
以
月
廿
一
日
可
用
者
、
乞
照
此
趣
、
不
論
昼
夜
、
佐
官
高
屋
宅
、
仍
具
状
、

謹
白
、

一
進
上
鴨
二
翼
直
一
百
卅
文

右
御
料
買
求
、
進
上
如
件
、

（
天
平
宝
字
）
七
年
二
月
廿
日
上
馬
養
状

謹
上

吉
成
尊
侍
者

（
上
馬
養
状
〈
正
倉
院
文
書
〉
）7

6
3



６
．
金
井
沢
碑

所
在
地
…
高
崎
市
山
名
町

年
代
…
…
神
亀
三
年
（
七
二
六
）

材
質
…
…
自
然
石
輝
石
安
山
岩

寸
法
…
…
高
さ

一
一
〇
㎝

幅

七
〇
㎝

厚
さ

六
五
㎝

【
釈
文
】

【
訓
読
文
】

上
野
国
群
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里

上
野
国
群
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里
の
三
家
の
子
孫
、
七

し
も
さ
の

み

や

け

三
家
子
孫
為
七
世
父
母
現
在
父
母

世
の
父
母
・
現
在
の
父
母
の
為
に
、
現
在
侍
る
家
刀

ぶ

も

い
へ

と

現
在
侍
家
刀
自
池
田
君
目
頬
刀
自
又
児
加

自
、
池
田
君
目
頬
刀
自
、
又
児
加
那
刀
自
、
孫
物
部

じ

め

づ

ら

と

じ

か

な

と

じ

那
刀
自
孫
物
部
君
午
足
次

刀
自
次
乙

君
午
足
、
次
に

刀
自
、
次
に
乙

刀
自
、
合
せ
て

う
ま
た
り

ひ

づ

め

と

じ

お
と
ひ

づ

め

と

じ

刀
自
合
六
口
又
知
識
所
結
人
三
家
毛
人

六
口
、
又
知
識
に
結
べ
る
人
、
三
家
毛
人
、
次
に
知

む

た

り

み
や
け
の
え
み
し

ち

次
知
万
呂
鍛
師
礒
部
君
身
麻
呂
合
三
口

万
呂
、
鍛
師
礒
部
君
身
麻
呂
、
合
せ
て
三
口
、
如
是

ま

ろ

か
ぬ
ち
の
い
そ
べ
の
き
み

む

ま

ろ

か

く

如
是
知
識
結
而
天
地
誓
願
仕
奉

知
識
に
結
び
て
天
地
に
誓
み
願
ひ
仕
へ
奉
る
石
文
。

の

い
し
ぶ
み

石
文神

亀
三
年
丙
寅
二
月
廿
九
日

神
亀
三
年
丙
寅
二
月
廿
九
日

《
参
考
》

＊
大
宝
年
間
（
七
〇
一
～
七
〇
三
）
に
国
名
の
漢
字
二
字
化
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
に
遅
れ
て
、
郡
郷

名
の
漢
字
二
字
化
も
行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
徹
底
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

・
近
淡
海
→
近
江
、
遠
淡
海
→
遠
江
、
上
毛
野
→
上
野
、
下
毛
野
→
下
野
、
无
耶
志
→
武
蔵
、

多
遅
摩
・
多
遅
麻
→
但
馬
、
波
伯
吉
→
伯
耆

倭
→
大
倭
、
嶋
→
志
麻
・
志
摩
、
木
→
紀
伊
、
粟
→
阿
波
な
ど

①
制
す
ら
く
。
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
は
、
好
き
字
を
着
け
し
む
。

よ

（
『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
五
月
二
日
条
）

②
凡
そ
諸
国
部
内
の
郡
里
等
の
名
は
、
並
に
二
字
を
用
ゐ
、
必
ず
嘉
き
名
を
取
れ
。

（
『
延
喜
式
』
民
部
上
）

③
其
の
郷
の
名
の
字
は
、
神
亀
三
年
の
民
部
省
の
口
宣
を
被
り
て
、
改
め
ぬ
。

（
『
出
雲
国
風
土
記
』
総
記
）

・
拝
志
の
郷

本
の
字
は
林
な
り
。
（
『
出
雲
国
風
土
記
』
意
宇
郡
）

は

や

し

・
飯
石
の
郷

本
の
字
は
伊
鼻
志
な
り
。
（
『
出
雲
国
風
土
記
』
飯
石
郡
）
な
ど

い

ひ

し

い

ひ

し

西

暦

年

号

干
支

天
皇

国
以
下

事

項

七
〇
一

大
宝

元

辛
丑

文
武

大
宝
律
令
を
制
定

七
〇
二

二

壬
寅

郡
里

大
宝
律
令
を
施
行

七
〇
三

三

癸
卯

七
〇
四

慶
雲

元

甲
辰

七
〇
五

二

乙
巳

七
〇
六

三

丙
午

七
〇
七

四

丁
未

七
〇
八

和
銅

元

戊
申

元
明

七
〇
九

二

己
酉

七
一
〇

三

庚
戌

平
城
京
に
遷
都

簡

七
一
一

四

辛
亥

多
胡
碑

木

七
一
二

五

壬
子

古
事
記
撰
進

家

七
一
三

六

癸
丑

風
土
記
撰
進
の
詔
（
地
名
を
好
字
（
二
字
）
に
）

王

七
一
四

七

甲
寅

屋

七
一
五

霊
亀

元

乙
卯

長

七
一
六

二

丙
辰

元
正

七
一
七

養
老

元

丁
巳

郷
里
制
施
行
か

七
一
八

二

戊
午

郡
郷
里

養
老
律
令
成
立

七
一
九

三

己
未

七
二
〇

四

庚
申

日
本
書
紀
撰
進

七
二
一

五

辛
酉



七
二
二

六

壬
戌

七
二
三

七

癸
亥

七
二
四

神
亀

元

甲
子

七
二
五

二

乙
丑

聖
武

七
二
六

三

丙
寅

金
井
沢
碑
。
民
部
省
の
口
宣

七
二
七

四

丁
卯

七
二
八

五

戊
辰

七
二
九

天
平

元

己
巳

七
三
〇

二

庚
午

七
三
一

三

辛
未

七
三
二

四

壬
申

七
三
三

五

癸
酉

出
雲
国
風
土
記
勘
造

④
菩
薩
の
大
願
を
発
し
て
、
盧
舎
那
仏
の
金
銅
像
一
躯
を
造
り
奉
る
。
国
の
銅
を
尽
し
て

象

を
鎔
、

お
こ

る

し
や

な

ぶ
つ

か
た
ち

い

大
山
を
削
り
て
堂
を
構
へ
、
広
く
法
界
に
及
し
て
朕
が
智
識
と
す
。
…
…
こ
の
富
と
勢
と
を
以
て

わ

こ
の
尊
き
像
を
造
ら
む
。
事
成
り
易
く
、
心
至
り
難
し
。
…
…
是
の
故
に
智
識
に
預
か
る
者
は

ひ
と

懇

に
至
れ
る
誠
を
発
し
、
各

介

な
る

福

を
招
き
て
、
日
毎
に
三
た
び
盧
舎
那
仏
を

拝

む
べ
し
。

ね
も
こ
ろ

お
ほ
き

さ
き
は
ひ

を
ろ
が

（
続
日
本
紀

天
平
一
五
・
一
〇
・
一
五
）7

4
3

⑤
河
内
国
の
人
大
初
位
下
河
俣
連
人
麻
呂
は
銭
一
千
貫
、
越
中
国
の
人
无
位
礪
波
臣
志
留
志
は
米
三

千
碩
を
盧
舎
那
仏
の
知
識
に
奉
る
。
並
に
外
従
五
位
下
を
授
く
。

（
続
日
本
紀

天
平
一
九
・
九
・
二
）7

4
7

⑥
上
野
国
碓
氷
郡
の
人
外
従
七
位
上
石
上
部
君
諸
弟
、
尾
張
国
山
田
郡
の
人
外
従
七
位
下
生
江
臣
安

久
多
、
伊
予
国
宇
和
郡
の
人
外
大
初
位
下
凡
直
鎌
足
等
、
各
当
国
の
国
分
寺
に
知
識
の
物
を
献
る
。

並
に
外
従
五
位
下
を
授
く
。

（
続
日
本
紀

天
平
勝
宝
元
・
五
・
一
五
）7

4
9

⑦
池
辺
の
大
宮
に
天

下
治
ら
し
め
し
し
天

皇
、
大
御
身

労

き
賜
ふ
。
時
に
、
歳
次
丙
午
の
年
な
り
。

い
け
の
べ

あ
め
の
し
た

し

す
め
ら
み
こ
と

お
ほ

み

み

い
た
づ

大
王
天
皇
と
太
子
と
を
召
し
て
、
誓
願
し
た
ま
ひ
し
く
「
我
が
大
御

病

、
大
平
ぎ
な
む
と

欲

し
ま

や
ま
ひ

た

ひ

ら

お
も
ほ

す
故
に
、
ま
さ
に
寺
を
造
り
薬
師
の
像
を
作
り
仕
へ
奉
ら
む
」
と
詔
り
た
ま
ひ
き
。
…
…

（
法
隆
寺
金
堂
薬
師
如
来
像
光
背
銘
〈
推
古
十
五
年
銘
〉
）6

0
7

⑧
天

皇
、
皇
太
子
・
大
臣
及
び
諸

王
・
諸

臣
に
詔
し
て
、
共
に
同
じ
く
誓
願
ふ
こ
と
を

す
め
ら
み
こ
と

ひ
つ
ぎ
の
み
こ

お
ほ
お
み

も
ろ
も
ろ
の
お
ほ
き
み

も
ろ
も
ろ
の
お
み

こ
ひ
ち
か

発
て
て
、
始
め
て

銅

・

繍

の
丈
六
の
仏

像
、
各
一

躯
を
造
る
。

た

あ
か
が
ね

ぬ
ひ
も
の

ほ
と
け
の
み
か
た

ひ
と
は
し
ら

（
日
本
書
紀

推
古
一
三
・
四
・
一
）6

0
5

⑨
皇
后
、
体
不
予
し
た
ま
ふ
。
則
ち
皇
后
の
為
に
誓
願
ひ
て
、
初
め
て
薬
師
寺
を
興
つ
。

き

さ

き

み

や

ま

ひ

ち

か

や
く

し

じ

た

（
日
本
書
紀

天
武
九
・
一
一
・
一
二
）6

8
0

７
．
和
歌
の
表
記

・
表
意
的
用
法
（
正
訓
字
）
…
…
…
山
、
海
原
、
音
、
神
、
来
、
恋

・
表
音
的
用
法
（
万
葉
仮
名
）
…
…
也
麻
、
宇
奈
波
良
、
於
登
、
可
未
、
久
流
、
古
非
、
孤
悲

や

ま

う

な

は

ら

お

と

か

み

く

る

こ

ひ

こ

ひ

①
正
訓
字
を
主
と
し
、
助
詞
・
助
動
詞
な
ど
を
ほ
と
ん
ど
表
記
し
な
い
歌

ａ
是

量

恋

物

知

者

遠

可

見

有

物
（
二
三
七
二

）

か
く
ば
か
り

こ
ひ
む
も
の
ぞ
と

し
ら
ま
せ
ば

と
ほ
く
も
み
べ
く

あ
ら
ま
し
も
の
を

ｂ
春

楊

葛

山

発

雲

立

座

妹

念
（
二
四
五
三

）

は
る
や
な
ぎ

か
づ
ら
き
や
ま
に

た
つ
く
も
の

た
ち
て
も
ゐ
て
も

い
も
を
し
ぞ
お
も
ふ

②
一
首
全
体
を
万
葉
仮
名
で
表
記
し
た
歌

ｃ
宇
利
波
米
婆

胡
藤
母
意
母
保
由

久
利
波
米
婆

麻
斯
提
斯
農
波
由

伊
豆
久
欲
利

う

り

は

め

ば

こ

ど

も

お

も

ほ

ゆ

く

り

は

め

ば

ま

し

て

し

ぬ

は

ゆ

い

づ

く

よ

り

枳
多
利
斯
物
能
曽

麻
奈
迦
比
尓

母
等
奈
可
可
利
提

夜
周
伊
斯
奈
佐
農
（
八
〇
二

）

き

た

り

し

も

の

そ

ま

な

か

ひ

に

も

と

な

か

か

り

て

や

す

い

し

な

さ

ぬ

ｄ
多
麻
河
伯
尓

左
良
須
弖
豆
久
利

佐
良
左
良
尓

奈
仁
曽
許
能
児
乃

己
許
太
可
奈
之
伎

た

ま

が

は

に

さ

ら

す

て

づ

く

り

さ

ら

さ

ら

に

な

に

そ

こ

の

こ

の

こ

こ

だ

か

な

し

き

（
三
三
七
三

）

③
正
訓
字
を
主
と
し
、
助
詞
・
助
動
詞
な
ど
を
万
葉
仮
名
で
表
記
し
た
歌

ｅ
痛
足
河

河
浪
立
奴

巻
目
之

由
槻
我
高
仁

雲
居
立
有
良
志
（
一
〇
八
七

）

あ

な

し

が
は

か
は
な
み
た
ち

ぬ

ま
き
む
く

の

ゆ

つ

き

が

た
け

に

く

も

ゐ

た
て

る

ら

し

ｆ
雪
己
曽
波

春
日
消
良
米

心

佐
閇

消
失
多
列
夜

言
母
不
往
来
（
一
七
八
二

）

ゆ
き

こ

そ

は

は

る

ひ

き
ゆ

ら

め

こ
こ
ろ

さ

へ

き
え
う
せ

た

れ

や

こ
と

も

か

よ

は

ぬ

④
・
「
奈
尓
波
ツ
尓
作
久
矢
己
乃
波
奈
」
（
「
難
波
津
に
咲
く
や
こ
の
花
」
）

（
徳
島
市
観
音
寺
遺
跡
出
土
木
簡
。
六
八
〇
年
頃
）
平
成
一
〇
年
出
土

・
「
皮
留
久
佐
乃
皮
斯
米
之
刀
斯
」
（
「
春
草
の
始
め
の
と
し
」
）

（
大
阪
市
難
波
宮
跡
出
土
木
簡
。
六
四
〇
～
六
五
〇
年
頃
）
平
成
一
八
年
出
土

◎
参
考

①
東
南
陸
行
五
百
里
、
到
伊
都
國
。
官
曰
爾
支
、
副
曰
泄
謨
觚
・
柄
渠
觚
。
有
千
餘
戸
。
世
有
王
、

皆
統
屬
女
王
國
。
郡
使
往
來
常
所
駐
。
東
南
至
奴
國
百
里
。
官
曰

馬
觚
、
副
曰
卑
奴
毋
離
。
有
二

萬
餘
戸
。
東
行
至
不
彌
國
百
里
。
官
曰
多
模
、
副
曰
卑
奴
毋
離
。
有
千
餘
家
。
南
至
投
馬
國
、
水

行
二
十
日
。
官
曰
彌
彌
、
副
曰
彌
彌
那
利
。
可
五
萬
餘
戸
。
南
至
邪
馬
台
國
、
女
王
之
所
都
、
水

行
十
日
、
陸
行
一
月
。
官
有
伊
支
馬
、
次
曰
彌
馬
升
、
次
曰
彌
馬
獲
支
、
次
曰
奴
佳

。
可
七
萬
餘

戸
。
（
魏
志
倭
人
伝
）

＊
東
南
陸
行
五
百
里
に
し
て
、
伊
都
國
に
到
る
。
官
を
爾
支
と
曰
ひ
、
副
を
泄
謨
觚
・
柄
渠
觚
と
曰

ふ
。
千
餘
戸
有
り
。
世
々
王
有
り
て
、
皆
女
王
國
に
統
屬
せ
り
。
郡
使
の
往
來
に
常
に
駐
ま
る
所

な
り
。
東
南
奴
國
に
至
る
百
里
。
官
を

馬
觚
と
曰
ひ
、
副
を
卑
奴
毋
離
と
曰
ふ
。
二
萬
餘
戸
有
り
。

東
行
し
て
不
彌
國
に
至
る
百
里
。
官
を
多
模
と
曰
ひ
、
副
を
卑
奴
毋
離
と
曰
ふ
。
千
餘
家
有
り
。

南
投
馬
國
に
至
る
、
水
行
二
十
日
。
官
を
彌
彌
と
曰
ひ
、
副
を
彌
彌
那
利
と
曰
ふ
。
五
萬
餘
戸
ば

か
り
な
り
。
南
邪
馬
台
國
に
至
る
、
女
王
之
都
す
る
所
、
水
行
十
日
、
陸
行
一
月
。
官
に
伊
支
馬

有
り
、
次
を
彌
馬
升
と
曰
ひ
、
次
を
彌
馬
獲
支
と
曰
ひ
、
次
を
奴
佳

と
曰
ふ
。
七
萬
餘
戸
ば
か
り

な
り
。

②
観
自
在
菩
薩

行
深
般
若
波
羅
蜜
多
時

照
見
五
蘊
皆
空

度
一
切
苦
厄

舎
利
子

…
…
即
説

咒
曰

羯
諦

羯
諦

波
羅
羯
諦

波
羅
僧
羯
諦

菩
提
薩
婆
訶

般
若
心
経
（
般
若
心
経
）


